
平成２１年６月２２日

山梨県における爆発事故について

６月１６日（火）、山梨県内の一般住宅において、浴室内に入ろうとしたとこ

ろ風呂釜が爆発し、浴室内の天井等を破損する事故（人的被害なし）が発生し

た旨報告がありました。

１．事故の概要

６月１６日（火）、山梨県内の一般住宅において、風呂を沸かした後、種火

状態にして、約３０分後に浴室内に入ろうとしたところ風呂釜が爆発し、浴室

内の天井等を破損する事故（人的被害なし）が発生した旨、高圧ガス保安法に

基づき、１７日（水）に、同宅に液化石油ガスを販売していた事業者（日本瓦

斯株式会社）から山梨県及び原子力安全・保安院関東東北産業保安監督部に報

告がありました。原因は現在調査中です。

なお、本件は、６月１９日（金）に事故情報の公表基準に該当する火災事故

であることが確認されたため、本日プレスリリースするものです。

上記と同様の情報を原子力安全・保安院のホームページに掲載しますのでお

知らせします。

【掲載箇所】

http://www.nisa.meti.go.jp/9_citygas/gas_accident.htm

【掲載内容】

事業形態： 液化石油ガス販売事業

ガス種： ＬＰガス

事故発生日時：平成２１年６月１６日（火）２１時０５分頃

事故発生場所：山梨県

被害状況： 人的被害：なし

物的被害：浴室内天井、窓ガラス、扉破損

事故概要： 一般住宅において、風呂を沸かした後、種火状態にして、

約３０分後に浴室内に入ろうとしたところ風呂釜が爆発し、

浴室内の天井等を破損した。原因は現在調査中。



機器分類：風呂釜（自然排気式）

（参考情報）

風呂釜（自然排気式）

製造者：高木産業株式会社

型 式：ＧＦ－Ａ１００Ｃ

製造年：２００８年９月

２．注意喚起について

○事故の発生のおそれがあるため、燃焼器を使用する際には、取扱説明書を

よく読み、正しい方法で使用してください。

○器具を使用した際、異常を感じた時は使用を中止し、速やかに器具メーカ

ー又はＬＰガス販売事業者に連絡してください。

○一般消費者の方は、液化石油ガスを使用する際、器具等の取扱いの説明を

ＬＰガス販売事業者から十分に受け、それに従って使用するようにしてく

ださい。
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